















伴う機械（the idea of a machine with intelli-
gence）」もしくは後年の「知能機械（Intelli-
gent Machinery）」や「計算機械と知能（Com-


































































































































































































































































































































































































開 告 知（Public Announce-
ment）」と呼ばれる，ある情報
を登場人物（≒エージェント）
おわりに
　チューリングは，知能の獲得の要件の一つ
として発想的探索に相当する独創力を挙げ，
また知的な振る舞いは規律からの僅かな逸脱
であると示唆していました。ところで，読者
の皆様は前節のパズルに登場した子供たち
（特に子兎）の振る舞いを見て，「初見で」知
性を感じるものはあったでしょうか？ 蓋を
開けてみれば，「規律」のみで構成されてい
る巧妙な推論過程であったものの，それを知
らなければ発想的・独創的な「何か」を感じ
るものはあったのではないでしょうか？ こ
ればかりは観測した読者の皆様に判断をゆだ
ねる他ありませんが，いつかこうした研究の
延長に「本物」ができることを期待したいと
思います。
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全体にブロードキャストするような式表現
と，先に示した「知っている」を意味する論
理式などを組み合わせた論理などで捉えられ
ることが知られています。また，動的認識論
理の研究分野においては，公開告知以外にも
様々な情報の伝達方法とエージェントが「知
っていること」を更新する枠組みが研究され
ています。そのため，「相手の立場に立って
ものを考える」という仕組みもより高度なも
のが出てきています。
　例えば，伝達する情報に噓やブラフといっ
たものが混じっていたらどうなるでしょう
か？ また，そうした情報の存在を前提とし
て，他者から伝えられた情報や伝えた相手自
身の価値をどう評価し，どのように扱うべき
でしょうか？ 法的推論システムにおける判
例の解析研究など，応用される分野によって
考慮すべきことも変わってきますが，「相手
のことを考える」という点を前向きに捉えれ
ば，我々に対して大変気を回してくれる「思
いやり」という機能を持った人工知能の実現
に役立ちそうです。
図 3　泥だらけの子供たち
